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予算案件における目標の記載について

全ての事業を義務的事業、経常的事業、政策的事業に分類し、下記のように整理

して記載しています。

1 義務的事業…生活保護など扶助費全般や戸籍事務、国県事業等への負担など
。法定受託事務など法令等の目的 。趣旨と事業の目的と合致しており、市民に

安定的にサービスを提供することが目標であるため記載しません。

・市の政策としてサービスを付カロする場合は記載しています。

2 経常的事業…財務会計事務、契約事務、庶務事務、施設の維持管理運営など
。行政運営に必要不可欠な財務会計事務などの内部管理事務については、滞り

なく実施することが目標であるため記載しません。

・施設の維持管理運営は、適切な維持管理と運営により市民等が安全安心に利

用できることが目標であるため記載しません。ただし、施設の付力日価値を高

めるための取組を実施し、入館者や利用者数、利用件数や実施件数などを設

定できる場合は日標を記載しています。

3 政策的事業…上記以外の事業
・全ての事業について目標を記載しています。



所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 11号

提  出  課 交通政策課

歳出科 目 (P24～ P25) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

地域公共交通運行対策費 459,190 9,648 468,838

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

一般財源

8,200

1,448

負担金補助及び交付金

9,648

○県内高速バス路線対策費

【補正理由】

国の新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用し、新型コロナウイルス
イ

感染症の影響により利用者が減少 している県内の高速バスについて、都市間交通の維持・

確保に向け、運行事業者に対し、新潟県及び沿線市と協調 して支援を行 うための経費を増

額するもの

【補正内容】

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

負担金補助及び交付金 0 9,648 9,648

0 9,648 9,648

支 援 内 容

。支援対象者
。全体支援額

・負 堤害1合
。当市負担額

:県内高速バス 9路線に対し、県及び沿線 13市が協調して支援を行う。

沿線市は、運行事業者に対して県が支払 う支援金の一部を負担する。

当市は、市内にバス停がある上越線及び糸魚川線に係る支援金の一部を負

担する。

:県内高速バス運行事業者

:173,742千円

※半期 (R2,4～ 9月 )の欠損額 173,742千円× 2(通年換算)× 支援 1/2

:県 1/4、 沿線市 1/4、 事業者が国の補助金を活用 1/2

:9,648千円

※沿線市の負担額は、路線ごとの支援額を各市バス停の利用者数及び距離

による按分により算出。当市の負担割合は上越線 47.13%と 糸魚川線

27.10%。
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所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 12号

提  出  課 交通政策課

歳出科目 (P104～ P105) 2款 1項 7目 企画費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

並行在来線対策事業 66,021 △ 1,701 64,320

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

市債

一般財源

△ 1,100

△ 601

負担金補助及び交付金

△1,701

【補正理由】

北越急行安全輸送設備等整備事業補助金について、国の内示率の減に伴い、協調補助で

実施する補助金を減額するもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

市債 63,200 △ 1,100 62,100

63,200 △ 1,100 62,100

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

負担金補助及び交付金 65,903 △ 1,701 64,202

5,706 △ 1,701 4,005

(
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歳出科 目 (P106～ P107) 2款 1項 7目 企画費

単位 :千円

事 業 名 補 正 前 補 正 額 補 正 後

地域公共交通運行対策費 468,838 △ 8,133 465,705

主 な 補 正 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

県支出金

一般財源

△ 5,060

' 334

1,593

委託料      △■,911

負担金補助及び交付金

8,778

○バス運行対策費補助金

【補正理由】

新型コロナウイルス感染症の影響による利用者の減に伴い、運賃収入が減少し、欠損額

が増加したため、バス運行対策費補助企を増額するもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

県支出金 25,443 334 25,777

25,443 334 25,777

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

負担金補助及び交付金 387,939 13,838 401,777

387,989 13,838 401,777

3



(参考 1)令和 2年度路線別バス運行対策費補助金一覧 (決算見込額 )
起点～ (主 な経由地)～終点

運 行日獄
(平 日)

粟 率

手 缶 キ ロ

半 靭 素

藤 密 ′彗
経常費用路線名

上趣大通 り銀 (本 町経 由 )

上観大通 り銀 (新 井行き)

<幹4前期分 >[江建・ 浦川原篠 (1)

1口 鍛 (1) <幹5前期分 >

系統
番暑

路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点
運行回数 実車

走イ丁キ ロ

平均乗

車密度
経常費用

溝JII原 小単技前～虫川大杉駅前一大島コミュニ,ィラ
・ラド前

:平 機 (2) くF8前期分 > 溝川庶小攣機前～虫川大杉駅前～小谷島

i川 西とB循題艘 (上 下浜駅経由) <F10前 期分 >
望領 (下 稲塚経 由 ) <Fll前期分 >
暉鍛 (塗 野 未経 由 ) くF12前期分 >
沢 (予 約運行便 )

山ルー ト で予約二軍行便 )

同彰・ 下 倶食・ 末広ルー ト (1)
同彰・ 下 倶食・ 末広ルー ト (2)

系 統
路線名 起点～ (主な経由地)～ 終点

x4行 回取 突軍
干各キ ロ

素

彦 経常費用

級青大単 銀 (1)

暮 日山・ 佐 肉鎮 (1)

森 日山・ 佐 内類 (2)

歳 囮盤

佳 生後

新井・ 績 食鍛 (2)

首海鰻 (2)

理 璃麒娘

苗 江歳・ 消 J‖ 原趣 (1) <幹4後期分 >
宙 口後 (1) <幹5後期分 >

起点～ (主な経由地)～終点 経常費用路線名

要 車

手 缶 キ ロ 蓬 密 府
経常費用

※再編実施計画の終了に伴い、補助区分が変更となることから、前期 と後期の系統数が異なる
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経常収益 経常欠損 収支率
国庫補助
対象経替

県単補助 市単補 助 中 学 県補助金 ③ 市補助金 ④ 市補助金
⑥■の 1牽督

1066000創 幹3

7 743

4 739 16

経常収益 経常欠損 収支率

経常収益 経常欠損 収支率
図厚術 駒

77000001県 4
14 126 601

6 240 177
3 591 585

経常収益 経常欠損 収支率
市補助金
⑥十の

系 統

7 624 00C

9 661 374

2 318 000

5431411

1 814 357

経常欠損 収支率経常収益
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○新型コロナウイルス対策支援周知啓発事業

【補正理由】

公共交通機関の車両を活用した広告の掲出について、県外高速バスの運行休止のほか、

新型コロナウイルス感染症に関する県の警報発令を受け、県内高速バスヘの掲出を見合わ

せたこと、また、広告用のポスター作成に当たり入札差金が生じたことなどから、広告業

務委託料を減額するもの

【補正内容】

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

委託料 50,427 △ 11,911 38,ヽ516

50,427 △ 11,911 38,516

○地域公共交通感染拡大防止対策補助金

【補正理由】

国や県の類似する補助金の活用や、マスク等の衛生用品の充足により、交通事業者の申

請額が当初の見込みを下回つたことから、地域公共交通感染拡大防止対策補助金を減額す

るもの

【補正内容】

(歳入)

区  分 補正前 補正額 補正後

国庫支出金 10,650 △ 5,060 5 590

10,650 △ 5,060 5,590

(歳出)

区  分 補正前 補正額 補正後

負担金補助及び交付金 10,650 △ 5,060 5,590

10,650 △ 5,060 5,590
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所 管 委 員 会 総務常任委員会

関 係 案 件 議案第 1号

提  出  課 企画政策課

歳出科目 (P130～ P131) 2款 1項 7目 企画費

単位 :千円

【目的】

上越市大規模開発行為の適正化に関する条例や国土利用計画法に基づく土地取引の届出

制度を通じて、第 6次総合計画の土地利用構想や市の各種計画に適合した土地利用を推進

する。

【8年度目標】
。上越市大規模開発行為の適正化に関する条例に基づき、市内の大規模な土地利用を審

査し、第 6次総合計画を始めとする市の各種計画や関係法令に適合した土地利用を推

進する。
。国土利用計画法に基づく土地取引の届出制度を通じて、市内の大規模な土地取引情報

を把握するとともに、第 6次総合計画を始めとする市の各種計画や関係法令に適合し

た土地利用を推進する。

【実施内容】
。上越市大規模開発行為の適正化に関する条例の運用
。国土利用計画法に基づく土地売買等届出書の受理、県への意見書の提出

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

土地利用対策費 562 488 74

主 な 財 源 主 な 経 費

県支出金

一般財源

報酬

職員手当等

共済費

旅費

使用料及び賃借料

31

4
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歳出科 目 (P130～ P131) 2款 1項 7目 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

企画調整費 78,616 17,425 61,191

主 な 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

寄附金

一般財源

34,000

10,000

34,616

報酬

旅費

役務費

1,446

1,702

1,542

使用料及び賃借料  1,433

負担金補助及び交付金

71,363

○企画調整費 (庶務関係)  2,150   ィ

【目的】

国、県、関係自治体及び関係機関と連携を図りながら、要望活動などを通じ、市の施策

や事業の実現を目指す。

【3年度目標】

国、県、関係自治体及び関係機関との連携や調整を図りながら、当市が抱える諸課題の

早期解決及び改善に向けた要望や提言を行う。

【実施内容】

・国及び県の制度、予算に対する要望活動

・市内官公長連絡協議会の運営

○重要施策企画調整事業  74,529
【目的】

まちづくりの総合的な指針となる総合計画に基づく政策・施策を展開するとともに、総

合戦略を踏まえた地方創生の取組を促進する。また、各種制度や事業等に関する情報収集、

調査研究を行 うとともに、市の重要施策の企画、立案及び総合調整を行 う。

【3年度目標】
・第 6次総合計画に掲げた将来都市像のすこやかなまちの実現に向けて、後期基本計画

に基づく取組を着実に推進する。
。「産・官・学・金・労・民」の連携・協働により、第 2期上越市まち・ひと。しごと創

生総合戦略を着実に推進する。

・重要施策の企画・立木安に必要な調査研究、情報収集等を行う。

【実施内容】

(1)第 6次総合計画の推進

施策・事業の進捗状況を確認 し、社会経済情勢や課題を踏まえ、計画の推進に必要

な新規事業の検討や既存事業の見直しを行う。

121「第 2期上越市まち 。ひと。しごと創生総合戦略」の推進 1,157
・「産・官・学 。金・労・民」の連携 。協働による地方創生の取組を推進するため、

「上越市まち 。ひと。しごと創生推進協議会」を運営する。
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[充 ]・ 若い世代の「ふるさと上越市」に対する理解と愛着を深める機会を創出するため、

高校生を対象とした当市の魅力を伝えるPR映像のコンテス トを行 う。
募 集 対 象 :市内に通学する高校生等により構成されたチーム

募 集 内 容 :当市をPRする最大 30秒の動画
審査方法等 :令和 4年 1月 にコンテス トイベントを開催 し、市職員や専門家等に

よる審査を実施。優秀作品は県内民放においてCM放映を行う予定
。まちづくりを担 う次世代の人材発掘・育成を促進するため、若者のまちづくリヘ

の参画に向けて、若者が気軽に参力日しやすい交流会を開催する。

実施回数 :6回

開催内容 :市内在住の若者による意見交換会や集客イベントなど

13)第 2期地方創生推進事業補助金 3,125

地域を挙げた地方創生の取組を一層推進するため、総合戦略に基づく民間団体や事

業者等による取組を支援する。

・総合戦略の推進に資する事業 2,000

補助率 :1/2、 交付対象事業費限度額 :1,000

。総合戦略に掲げた重点事項に基づき提案された事業 1,125

補助率 :3/4、 交付対象事業費限度額 :500

惚)重要施策の企画・立案等 2,247
地方創生、地方分権及び国県の支援制度等に係る情報収集を行う。

[新]15)(仮称)直江津アー トプロジェクト事業実行委員会交付金 68,000

直江津地区のまちの賑わいを創出するため、現代アー トによる作品展示や参加型の

イベントの取組を支援する。

時  期 :7月 下旬～9月 下旬
場  所 :ライオン像のある館、直江津屋台会館、商店街や公園など
実施主体 :大学、商工団体、観光団体、市民団体などによる実行委員会

○次期総合計画策定事業  1,749
【目的】

現行の第 6次総合計画が、令和 4年度に最終年度を迎えることを踏まえ、令和 5年度を

計画の初年度とする、当市のまちづくりの総合的な指針となる第7次総合計画を策定する。

【3年度目標】

第 7次総合計画の策定の基礎資料として、市民の声アンケー トにより、市民生活の実状

や市民ニーズを把握する。

【実施内容】

市民生活の実状や各分野の市民ニーズ (重要度・満足度 )、 市民意識の変化を把握するた

め、アンケー ト調査を行う。

調 査 数 :市内在住の満 18歳以上の男女 5,000人 (年代別、居住地別に無作為抽出)

調査項目 :市民生活の実感・実態、市の取組に対する満足度や重要度など

調査方法 :郵送によるアンケー トの配布・回収
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○域学連携推進事業  188
【目的】

大学が持つている知見や学生の活動を地域の課題解決やまちづくりにいかすことで、地

域の活性化を図る。

【3年度目標】

大学と地域の連携による課題解決。まちづくりの新たな取組を促進する。

【実施内容】

地域等の課題を把握し、地域の課題解決等に結び付けるため、大学等とのマッチングを

行う。
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提  出  課 交通政策課

歳出科 目 (P130～ P133) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度
"ヒ

    屯交

新幹線整備促進費 16, 026 39,960 △ 23,934

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 16,026 旅費

需用費

委託料

807

351

1,008

使用料及び賃借料   266

負担金補助及び交付金

13,557

北陸新幹線が持つ様々な価値と可能性をまちの力として取り込み、地域の発展と市民生活

の質の向上へとつなげていくため、関係団体と連携 し、北陸新幹線の利便性向上を図るとと

もに、新幹線をいかしたまちづくりを進めていく。

○新幹線まちづくり推進事業  14,501

【目的】

北陸新幹線をまちの力として取り込むことにより、第 6次総合計画で設定した市政運営

のテーマである「選ばれるまち」「住み続けたいまち」の実現を図るとともに、広域の玄関

日である上越妙高駅周辺地区のまちなみ形成に向けた取組を推進する。

【3年度目標】
・北陸新幹線をいかしたまちづくりを推進するとともに、北陸新幹線上越妙高駅の利用

促進を図る。

・各種補助制度の運用により上越妙高駅周辺への企業進出を支援する。

【実施内容】

(1)上越妙高駅利用啓発事業
・上越妙高駅東日の樹木にイルミネーションを設置することにより、来訪者への歓待

の意を示すとともに、冬期間の駅の賑わい創出を図る。

・北陸新幹線の敦賀延伸に向け、同新幹線の利便性を市ホームページ等で情報発信 し、

市民や民間事業者の利用促進につなげる。

(2)上越妙高駅周辺地区商業地域への企業進出支援
・企業設置等奨励金

進出に伴い取得した固定資産 (土地を除く)の課税額相当額を奨励金として交付

する。

・建築資金借入利子前払事業補助金

施設の建築に当たり資金借入れをする企業に対し、借入利子相当額 (最大 10年分)

を一括払いで補助し、資金調達に係るコス トを低減させる。

・レンタルオフィス・サポー ト事業補助金

賃貸オフィスヘ新たに入居する企業に対し、賃貸料の一部を助成することにより、

進出に伴う初期費用を低減させる。
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○北陸新幹線の整備促進に向けた協議会の活動など  1,525

【目的】

北陸新幹線の早期全線開通と県内駅の利便性向上に向け、沿線自治体との連携の下、「関

係団体に対する要望活動等を行う。

【3年度目標】

北陸新幹線の整備状況等に関する情報収集を行うとともに、効果的な要望活動を展開す

る。また、北陸新幹線の敦賀延伸の 1日 も早い実現と上越妙高駅への利便性の高い列車の

停車実現に向け、各同盟会、協議会等の構成市と連携を強化し、取組を進める。

【実施内容】

・北陸新幹線建設・活用促進期成同盟会による要望活動及び調査研究活動等
。北陸新幹線関係都市連絡協議会による要望活動

・北陸新幹線建設促進同盟会への参加
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歳出科 目 (P132～ P133) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    較

並行在来線対策事業 71,229 66,021 5 208

主 な 財 源 主 な 経 費

市債

一般財源

65,100

6,129

旅費

需用費

使用料及び賃貸料

65

11

33

負担金補助及び交付金

71,120

【目的】

沿線の関係団体や関係機関と連携し、在来鉄道 (えちごトキめき鉄道、ほくほく線、信

越本線)の利便性の維持・向上及び利用促進を図るとともに、えちごトキめき鉄道冊及び

北越急行mの経営安定化に向けた支援を行う。

【3年度目標】
・市民の通学や通勤、買い物などの移動手段であり、地域経済を支える重要な社会イン

フラである在来線の安全で安定した運行を維持するため、えちごトキめき鉄道爛及び

北越急行爛の経営安定化に資する支援を行 う。

・運行ダイヤや乗り継ぎなど、利便性や快適性が向上するよう鉄道事業者へ働きかけを

行 うとともに、県及び関係自治体、鉄道事業者、関係団体と連携して利用促進や沿線

交流の活性化を図る。

【実施内容】

(1)えちごトキめき鉄道の利便性向上及び利用促進  803
えちご トキめき鉄道活性化協議会を通じて、えちごトキめき鉄道の利便性向上やマ

イレール意識の醸成につながる利用促進の取組を行 う。

(2)えちごトキめき鉄道安定経営支援補助金  57,905
えちご トキめき鉄道帆の経営安定化を図るため、同社が行う鉄道施設の維持修繕に

対し支援を行 う。

13)ほ くほく線の利便性向上及び利用促進  48
県、関係自治体及び北越急行偶とともに、ほくほく線の利便性の向上やマイレール

意識の醸成につながる利用促進の取組を行 う。

阻)北越急行安全輸送設備等整備事業補助金  12,279
北越急行l抑の経営安定化を図るため、同社が国庫補助事業を活用して取り組む鉄道

施設の更新に対し、県及び関係自治体による協調支援を行う。

(団 信越本線の利便性向上及び利用促進  194
信越本線の利便性向上に向けて、新潟県鉄道整備促進協議会及び上越・北陸新幹線

直行特急実現期成同盟会を通じた要望活動や利用促進の取組を行う。
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歳出科 目 (P132～ P133) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比    較

地域公共交通運行対策費 462,805 398,113 64,692

主 な 財 源 主 な 経 費

県支出金

諸収入

一般財源

26,121

844

435,840

報酬

需用費

委託料

1,334

1,611

7,876

工事請負費      461

負担金補助及び交付金

450,434

市民、交通事業者、行政等が連携・協力し、地域公共交通の利用促進に向けて取り組むと

ともに、第 2次上越市総合公共交通計画に基づき、路線バスの再編や効率的で利便性の高い

公共交通ネットワークの構築を図る。

通勤や通学、通院、買い物など、市民の日常生活に必要不可欠な移動手段を維持・確保す

るため、路線バスや乗合タクシー、互助による輸送等の運行に対する支援を行 う。

○上越市地域公共交通活性化協議会負担金  3,500

【目的】

市民ニーズや地域の特性に応じた地域公共交通の充実に向け、市民、交通事業者、行政

等が連携・協力し、効率的で利便性の高い公共交通ネットワークを構築する。

【3年度目標】
・第 2次上越市総合公共交通計画に基づき、停留所の新設や通院・買物利用に合わせた

ダイヤ設定等による利便性向上のほか、路線の重複解消等による効率化など、路線バ

スの再編・見直しを進める。

・路線バスを廃止する地域において、地域住民の主体的な取組を支援 し、住民の移動手

段の確保を図る。

【実施内容】

(1)第 2次上越市総合公共交通計画に基づく路線バスの再編 。見直し

・デマンド交通への転換 (安塚区市営バス全線 )

・市営バスヘの転換 (官 回線の一部、清里線の一部、上関田線、山寺薬師線、菰立線 )

・通学や通院、買い物に合わせたルー ト及びダイヤ設定 (直江津・浦川原線、大池線 )

・路線の重複解消 (南川線 )

・利用状況を踏まえた減便等 (宮回線、黒井駅線、島田線、新井・板倉線、清里線 )

・路線の廃止 (柿崎 。森本線)※通学で利用 している児童については、大池線のルー

ト及びダイヤ設定を変更することにより対応

・住民の互助による輸送の取組等を検討 (上柿野ルー ト、小麦平ルー ト、東西ルー ト)

の 公共交通の利用促進
・周知・啓発資料の作成及び配布 (総合時刻表、マイ時刻表、高齢者向け利用啓発チ

ラシ、再編周知チラシ)

・市営バスー般 。学生定期券の販売、サポーター乗車券の販売

14



○バス運行対策費補助金  445,707

【目的】

児童生徒の通学や高齢者の通院など、市民の日常生活を支える重要な交通手段である路

線バスや乗合タクシーの運行に対し補助を行い、生活交通を維持・確保する。

【3年度 目標】

市民の日常生活を支える路線バスや乗合タクシーについて、前期 70系統、後期 66系統

の運行を維持・確保する。

【実施内容】

(1)バス運行対策費補助金  437,672

市民の日常生活を支える路線バスや乗合タクシーについて、前期 70系統、後期 66

系統の運行を維持 。確保するため、バス及びタクシー事業者に補助金を交付する。

[充](2)バスロケーシヨンシステムの対象路線の拡充  5,612
3路線で実施しているバスロケーションシステムについて、バス事業者と連携し、新

たに直江津・浦川原線や宮回線など、通勤・通学利用が多い 15路線に導入する。

○コミュニティバス事業  13,598
【目的】

市営バス停留所を適切に維持管理するとともに、路線バスを廃止する地域等において、

地域と連携して移動手段を確保する。

【3年度目標】
・市営バス停留所及び待合所を適切に維持管理する。

・路線バスを廃止する地域において、市営バスの運行を開始するほか、互助による輸送

に姑する支援を行い、移動手段を確保する。

・新たに市営バスを運行する路線等の標準的なバス情報フォーマットを整備 し、経路検

索サイ トで容易にバス情報を入手できるようにする。

【実施内容】

(1)市営バス停留所等の維持管理

市営バスの停留所及び待合所の維持管理を行い、利用者の待合環境を整備する。

[新](2)市営バスの運行

清里区において、路線バスで運行している一部区間を市営バスに転換するとともに、

車両を小型化することにより、これまで冬期間運休としていた区間や交通空白地での

運行に取り組む。

(3)住民主導型コミュニテ才交通事業補助金

路線バスを廃止する地域等において、地域住民が主体となつて行 う互助による輸送

の取組に対して補助金を交付する。

[新]14)乗継定期乗車券の販売

新たに市営バスを運行する牧区、板倉区、清里区において、これまでの路線バスの

定期乗車券と同額となるよう乗糸睦定期乗車券を販売する。

[充](5)市営バスの標準的なバス情報フォーマントの整備

新たに市営バスを運行する路線の標準的なバス情報フォーマントの整備及び路線再

編に伴う既存データの修正を行い、経路検索事業者に提供する。
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<参考 1> 年度別、補助路線区分別補助金一覧

※令和 2年度は、年度途中において「上越市地域公共交通再編実施計画ふの計画期間終

了に伴い補助区分が変更となり、前期と後期の系統数が異なつている。また、令和 3

年度は、年度途中において「第 2次上越市総合公共交通計画」に基づく再編を予定し

ていることから、前期と後期の系統数が異なつている。

年度

補助路線区分

令和元年度実績 令和 2年度見込 令和 3年度予算

系統数 補助金
系統数

補助金
系統数

補助金
前期 後期 前期 後期

国庫補助路線

(幹線系統 )
6 50,250 6 2 63,648 2 2 62,105

国庫補助路線

(フィーダー系統)
21 36,319 21 10 26,394 10 10 18,105

県単独補助路繰 12 66,211 9 11 72,291 10 9 76,396

市単独補助路線 34 194,427 37 47 239,344 48 45 281,066

合  計 73 347,207 78 70 401,677 70 66 437,672
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<参考 2> 令和 3年度 事業者別、補助路線区分別補助金一覧表

※年度途中において 「第 2次上越市総合公共交通計画」に基づく再編を予定しているこ

とから、前期と後期の系統数が異なつている。

※国庫補助金 (幹線系統及びフィーダー系統)及び同補助に対する県の協調補助は、事

業者に直接交付される。

事業者名 補助路線区分
系統数 市補助金

うち県単補助金前期 後期

頸  城
自 動 車

国庫補助路線 (幹線系統) 2 2 62,105

国庫補助路線 (フ ィーダー系統 ) 1 1 2,978

県単独補助路線 6 6 52,026 18,157

市単独補助路線 13 14 84,368

小  計 22 23 201,477 18,157

くびき野
バ     ス

国庫補助路線 (幹線系統) 0 0 0

国庫補助路線 (フ ィーダー系統 ) 2 2 8,128

県単独補助路線 1 0 9,177 2,459

市単独補助路線 12 12 92,392

小  計 15 14 109,697 2,459

頸南バス

国庫補助路線 (幹線系統) 0 0 0

国庫補助路線 (フ ィーダー系統 ) 0 0 0

県単独補助路線 1 1 2,746 517

市単独補助路線 5 2 23,822

小  計 6 3 26,568 517

頸北観光
バ     ス

国庫補助路線 (幹線系統) 0 0 0

国庫補助路線 (フ ィーダー系統 ) 0 0 0

県単独補助路線 2 2 12,447 3,273

市単独補助路線 13 12 71,148

小  計 15 14 83,595 3,273

東頸バス

国庫補助路線 (幹線系統) 0 0 0

国庫補助路線 (フ ィーダー系統 ) 5 5 6,085

県単独補助路線 0 0 0 0

市単独補助路線 3 3 6,968

小  計 8 8 13,058 0

アイエム

タクシー

国庫補助路線 (幹線系統) 0 0 0

国庫補助路線 (フ ィーダー系統 ) 1 1 295

県単独補助路線 0 0 0 0

市単独補助路線 1 1 1,209

小  計 2 2 1,504 0

新  井
タクシー

国庫補助路線 (幹線系統) 0 0 0

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 1 1 619

県単独補助路線 0 0 0 0

市単独補助路線 1 1 1,159

小  計 2 2 1,778 0

合   計

国庫補助路線 (幹線系統) 2 2 62,105

国庫補助路線 (フ ィーダー系統) 10 10 18,105

県単独補助路線 10 9 76,396 24,406

市単独補助路線 48 45 281,066

合  計 70 66 437,672 24,406
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<参考 3>令 和 3年度路線別バス運行対策費補助金一覧 (予算額 )
系統
器昇

路線名 起点～ (主 な経由地)～ 終点
運行回数

(平 日 )

霙軍

走行キ ロ

平
経常費用 経常収益

上繊大涌 り鰻 (本 町経 由 ) 23 474 02

名ar新斗行■】 中鼻病院 ～上繊Ⅲ)｀吉駅前 ～新井′、
・ス,―ミナル

計 (2系統 ) _― ―
~
396 339 3 127 145 647 37.059,631

系統
番再

路線名 起点～ (主 な経由地)～終点
運行回数

(平 日 )

粟軍

走行キ ロ

平均乗

車密度
経常費用 経常収益

喧1塚鎮 2 052.61

F2 島田繰 吉日駅前 ～闇原～曽ホロ田

`た

肉・ 漕 ,T連 循 彊 鰻 佐内人 口～労災病院前 ～直江津駅前 736 010

闘浪ルー ト (予 約■奪行便 ) F井バスターミナル～中郷区総合甲務所～岡沢 35 4 438 379 99

月影・ 下倶倉・ 末広ルー ト (1) 谷 ～ 描 III tt Iヌ 中 心 吉lI～ う らが わ ら駅 前 103 4 402 22( 935,75

F6 保倉・ 末広ルー ト (2) 谷～】粛JII原区中心部～ うらがわ ら駅前 0451

「
鷺ヽ 野 ル ー ト うらがわら駅前～上補野～うらがわら駅副 11 358

川ヽ 奉 平 ル ー ト うらがわら駅前～小麦平～うらがわら駅前 20 130 1821

宣秒鎮  ※旧「真砂・ 岡田孝泉J 40 17010C 10 5 548 662

斗バス ター ミナル～姫川原 ～ コメ リ前

計 (10系統 ) ‐‐

系統
番丹

路線名 起点～ (主 な経 由地)～ 終点
運行回数

(平 日 )

実軍

走行キ ロ

平均乗

車密度
経常費用 経常収益

商江逮・ 浦 ,II原鰻 (1) 6 876.126

県 2 商川艇 (2) 50 11385191
首 ★ 単 盗

`1】

5 487 930

悪 日山 ・ イオ肉 繰 (1う 直江津駅塙～暮 日 1 3 973 543

富閉銀 信公社■者館君打～マルケーハ
・スセン

'―

75 96 246 0 22 26 496 523 12 967 884

県 6 能生線

営口銀 rlⅢ (～ R33】 上越モール前 ～深山覆 2 797 17〔

井・ 続 台 燦 (2) 斤井′ヽ ス 50 16 234 1 2 900 39℃

I育海 農́(2) 40 293138 23 11816302 3 960,7

銅

系統 )

経常収益起点～ (主 な経由地)～終点 経常費用路線名

運行回数

(平 日 )

冥車

走行キ ロ
経常費用 経常収益

合  計 (前期 70系統 /後期 66糸親 )

18



経常欠損 収支率
園庫補助

対象経費

県 阜 孝爾勁

対 壷 解 轡

市単補助
対色絡書

市

画 ― 菫 輩 者  1 県 一 華 輩 者 県― 市 → 蔑 輩 | 市 → 姦 輩 者

90 086 016 29 1鶴 21 370, 10 685 0001     10 685 000 0 62 105 000 62105000夕/

経常欠損 収支率
国庫補勁

対象経 費

県単補助
対象解響

市単補助
対象解書

国庫補助金 ①

回→事輩者

県補助金 ②

県→事業者

県補助金 ③

民一市一嘉業者 鞘 聯 |

系統

番号

2 963 0001     2 963 0001 FI

11637442 15 6% 1 637 442 5 743 000 0 0 1     5 894 000i     5 894 0001 F2

C 5 881 431 2 903

2671000 f 205 0001 295 0001 F4

21 2% 1 524 ℃ 0 27140001   27140001F5
327 293 28 327 293 83 000 0 0 244 0001 244 0001 F6

I 109 000 0 1 | 74 0001 74 0001 F7

46 000 90 0001 90 0001 F8

4 409 075 20 5% 4 409 2 175 000 C 〔 2 234 0001     2 234 0001 F9

2 555 619

38 427 927 16 8% 17 214 000 ℃ C 18 1050001    18 105 0001//´

経常欠損 収支率
国

'軍

4扁駒

対象経費

県単補助
対象解書

市単補助
対象解 書

国庫補助金 ①

国→套 輩着

県補助金 ②

t甲 →喜輩岩

県補助金 ③

暉―市→茎業者

市補助金 ④

市―茎 撃者

市

ζ路 |

系 1

番 1

7 263 181 36 2引 0 0 2 700 000 4 128 000 837

9 571 475 8 896 000 9 008 047

0 7 062 000 8600001民 4

48 9引 0 2 925 00 9 612 000 5370001県 5

7 359 480 25 4引 6 990 090 C 0 1 787 000 2 849 000

8 200 000 9 177 56(

0 2 451 000 746000県 8
7 855 639 33 5察 0 2 023 000 5 332 00C 855000県 9

1    3 334 000

84 723 466 36 5壌 81 212 81 C 0 24 406 000 51 990 00G

経常欠損 収支率
国

'覇

千扁勁
対象解書

県単補助
対象解書

市単補助
対象経書

国庫補助金 9)
1三 →峯筆者

県補助金 ②
県→ヨ子筆者

県補助金 ③

啜―市→喜業者

市補助金
⑥ +④

系 統

碁 具

9 837 864 430 701 0 9 430 000 9 430.

0

71解 C C 4 236 000 市 4

4 846 178 178 0 C C 4 625 000 462501
3 884 848 0 3 884 843

C 市 7

6 787 17当 13 2喫 0 C C 6 787 000 678700C
3 455 573 0 3 455.

C

17 7笑 C 0 1   144400C 市 11
2 658 18e 0 0 Ю 2 658 000 26580

C 210086と
G 市 14

7 166 698 22 3男 0 0 0 6 821 00C 6 821 000

7 764 261 343 951 0 343 00C 7 343,

0

14 6馬 0 6 047 000 市13

781 70も 149 0 0 0 731 00C 7810(

3 606 16 0 3 606 162

0 市 21

6 157 5 611 C 0 0 6 157 000 6 157 000 市22

10 587 426 1 587 425 C 0 0 4 781 000 4781
0 1

0 フ 152 000 帯丁25

8 958 324 20 1男 C 0 0 8 958 000 8 958 000

2 625 68G 625 686 ℃ 625 000 2 625 000

0 0

17 4銘 0 ( 5 005 000 言
=29

3 203 799 16 3男 C C ( 3 060 000 3 060 000

51919G 490 775 C 490,000

0 0

2 0男 C ( 4 389 000 市33

5 879 962 26 0% 0 C C 5 879 000 587900C
6 455 041 0 6 455 041 6 455

0 0

21 2% 2 606 00C 「37

5 122 533 13 8男 0 Ю 0 5 122 00C 512200C
4 326 55C 0 4 326 55( 0 4 326

0 0

12 6% ( 7 896 000 市41

5 356 84C 7 6鴨 , 356 84℃ 0 0 Ю 3 029 00C 3029000
4 684 839 0 0 4 684 83℃

0

4 8粥 0 0 3 555 000 ,45

3 354 824 8 354 824 0 0 3 354 00Ю 335400
0 0

0% 市 網

216 72℃ 17 9男 0 0 0 216000 216 000

0 0 3 631 68C

3 425 03 0 「51

458 673 18 7男 0 0 0 437 000 437 000

0 1

4 6% 市54

297 240 681 16 ( 051 63C 0 0 0 231 066 000 281 066 000

市単補助
対象解書 画 → 茎 : 県 一 車 業者 県― 市 → 事 豊 者 市 → 室 筆 者

市補助金
(3う +の

系統

番号経常欠損 収支率

56 223 000 70 483 000
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提  出  課 企画政策課

歳出科目 (P132～ P135) 2款 1項 7日 企画費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

定住促進奨学金貸付事業 2,185 1,646 539

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 2,185 需用費

役務費

繰出金

20

3

2,162

【目的】

本市に居住しながら市外の大学等に通学する学生に対し、通学費を奨学金として支援 (貸

付け)することにより、若者の市外転出を抑制するとともに、卒業後の地元就職に対する
インセンティブを設けることで将来にわたる定住を促す。

【3年度目標】

高校生等に対し広く制度の周知を図り、奨学金を必要とする学生を支援する。

【実施内容】

・広報上越やホームページに制度概要を掲載するとともに、市内高等学校への訪問や大

学等へのチラシ、ポスターの配布により周知を行う。

・基金の適正な運用を図るとともに、奨学金の貸付けや卒業後の返還、卒業後も市内に

居住し事業所等に就業している人に対する返還額の一部免除を行う。

<上越市定住促進奨学金制度の概要>
開始年度 :平成 28年度

財  源 :上越市定住促進奨学基金 (2億円 :定額運用基金)
対 象 者 :次のいずれにも該当する者

(1)本市に居住する 30歳未満の者

121市外の大学、大学院、高等専門学校 (専攻科を含む)又は専修学校 (専
門課程に限る)に在学する者

131主 として公共交通機関 (鉄道、路線バス等)を利用して通学する者

奨学金の額:通学に要する定期代の合計額の範囲内で、月額 6万円まで

貸付期間 :貸付決定の月から在学する学校の最短修業年限の終期までの間で希望する

期間

返還期間 :貸付けが終了した月の翌月から起算して、6月 を経過した後、4年以上 16

年 (貸付期間の 4倍)以内

不U  息 :無禾U息
返還免除 :返還期間中に本市に居住 し、かつ、事業所等に就業している場合、奨学金

返還額の 2/3相 当額を免除
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(利用状況の推移 ) (単位 :人、千円)

※貸付人数の( )内 は新規貸付分、貸付残高 (C)=前年度貸付残高+(A)― (B)

■令和 2年度末利用状況 (見込)
・学校種別 (単位 :人 )

・通学先の市町村 (単位 :人 )

※県内その他 :三条市 1、 加茂市 1  ※県外その他 :佐久市 1、 射水市 1

。通学方法 (主な交通手段 ) (単位 :人 )

新幹線 在来線 高速バス

23 47 1

・定期券代 (月 額 ) (単位 :人 )

2万円以下 2～4万 円 4～5万円 5～6万円 6～ 7万円 7～8万円 8万円超

33 15 3 9 2 3 6

■大学等卒業後の定住状況 (返還開始時点) (単位 :人 )

年度
貸付 (A) 返還 (B) 貸付残高

(C)
人数 金額 人数 金額 人数 金額

平成 28年度 20 4,104 4,104

平成 29年度
21

(12)
4,773 8 154 7 77 8,723

平成 80年度
29

(16)
6,267 16 554 12 257 14,486

令和元年度
28

(11)
5,917 25 1,411 21 743 18,942

令和 2年度
見込

32

(13)
9,051 36 2,477 29 1,428 25,516

4年制大学 (19) 短期大学 (4) 高等専門学校 (2) 専修学校 (46) 合計

県 内 県外 県内 県外 県内 県外 県内 県外 県内 県外

10 9 1 3 1 1 33 13 45 26

県内 (45) 県外 (26)

新潟市 長岡市 柏崎市 その他 長野市 上田市 富山市 高崎市 その他

2 34 7 2 14 4 4 2 2

平成 29年度 平成 30年度 令和元年度 令和 2年度

返還開始者 返還開始者 返還開始者 返還開始者

8 7 8 5 10 9 11 7
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提   出  課 文化振興課

歳出科日 (P136～ P137) 2款 1項 14目 上越文化会館運営費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    屯焚

上越文化会館管理運営費 69,959 484,136 △414,177

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 69,959 報償費

旅費

需用費

2

委託料 68,923

【目白勺】

指定管理者と連携しながら、気軽に文化・芸術に触れる機会や文化活動の発表の場を市

民へ提供して文化・芸術への関心を高めるとともに、主体的な文化。芸術活動を育むこと

で、文化の向上を図る。

【3年度目標】

鑑賞事業来場者の満足度  95.0%以上
※来場者へのアンケー トにおいて、公演の内容にあいて、「良い」「どちらとも言えない」

「良くない」の評価項目のうち、「良い」と評価した人の割合 (鑑賞事業 17事業の平

均値)

【実施内容】

(1)指定管理者への管理委託  68,208
・指定管理委託料

指定管理者 :株式会社NKSコ ーポレーション
指 定 期 間 :令和 2年度～令和 6年度 (5年間)

121 施設管理の業務委託  715
。建築物定期点検委託料

13)施設の修繕  995
・緊急又は早期に対応が必要な修繕

14)会議の開催  41
・指定管理者選定委員会の開催 (指定管理者の実施状況の確認及び評価)
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151 芸術文化事業の実施

・各年代の市民に対応 した多彩なジャンルの公演等を実施する。

※鑑賞事業 :単独又はテレビ局等の共催相手と共同で招へいする事業

※普及事業 :町内会又は小・中学校へ出張して行う事業

※創造事業 :新たな文化 。芸術活動を創 り出す市民参加型の事業

※育成事業 :文化 。芸術のワークションプなど、市民の文化意識の向上を図る事業

【施設の概要】

・所 在 地
。構 造 等

・各室名称
。開館時間

・休 館 日

新光町一丁目9番 10号

鉄筋コンクリー ト造 4階建 延床面積 6,638∬
大ホール (1,504人 収容)、 中ホール (170人収容)、 大 。中・小会議室、和室

午前 9時～午後 10時

毎月第 3月 曜日、12/29～ 1/3

区 分ヽ 事業内容 (予定)

鑑賞事業

(17事業)

クラシック・ジャズ (2事業 )

NICジ ャズバン ドライブショー、は―とぴあ中郷マイタウ
ンコンサー ト

ポップス (2事業)

清水 ミチ コ TALK&LIVE、 中澤 卓也 コンサー ト

ミュージカル (1事業)

劇団四季 「The Bridge～ 歌の架け橋～」

演芸・落語 (4事業 )

ごらく亭第二弾、なまり漫才爆笑ライブ、柳家喬太郎独演会、

林家正蔵独演会

子ども向け (2事業)

それいけ !ア ンパンマン ミュージカル、おしりたんていミュ

ージカル

スモールコンパクトパフォーマンス (4事業)

クラシックギター&ピアノ、 トロンボーン&ピアノ、ヴォー
カル&ピアノ、 Iン クレレ&ピアノ・ベース・ ドラム
公開番組 (1事業)
NHKの ど自慢
コンクール (1事業)

新潟県音楽コンクール

普及事業

(7事業)

アウトリーチ (7事業)

和太鼓、ポル トガルギター&マ ンドリン、フラメンコ、クリ
スタルボウル、落語、リコーダー&リ ュー ト、打楽器アンサ

ンブル

創造事業

(4事業)

上越真夏の音楽会

小川未明フェステイバル 2021秋編

第 3回上越市民演劇祭

第 3回上越マーチングバン ドコンサー ト

育成事業

(4事業)

佐渡太鼓体験交流館 出張 !たたこう館 at上越文化会館
上越マーチングバンド育成事業

上越シニア劇団活動事業

上越文化会館 勝手に 1エンジョイコンサー ト
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歳出科目 (P140～ P141) 2款 1項 21日 文化振興費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    較

歴史資源活用推進事業 14,083 0 14,083

主 な 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

一般財源

4,875

9,208

報酬

職員手当等

共済費

1,506

143

238

報償費        77

負担金補助及び交付金

12,050

市民による歴史資源の魅力をいかしたまちづくりを推進 し、地域に対する誇りと愛着の涵

養を図るとともに、歴史的建造物の保存と活用に向けた取組などを通じて、地域の活性化と

文化の振興を図る。

○歴史資源を活用した街なか回遊の促進と賑わいの創出  274
【目的】                         ヽ

市民及び市民団体等と連携し、高田地区の歴史資源である雁木や町家の魅力を発信する

とともに、観光客等の街なか回遊を促進する。

【3年度目標】

貴重な歴史資源への関心を高め、街なかの賑わい創出に寄与する。

【実施内容】

(1)民間や市が所有する町家の公開

民間や市が所有する町家を公開する「越後高田町家三味」を市民団体等と連携 して

実施するとともに、市ホームページ等で紹介し、街なかの回遊性の向上や賑わい創出

を図る。

12)雁木や町家の魅力の発信   |
令和 3年度に新たに供用開始する旧今井染物屋を会場に、高田地区の雁木や町家の歴史

及び特徴を解説する講座を開催し、歴史・文化への関心と理解を深める機会を提供すると

ともに、地域の魅力を市内外へ発信する。

○歴史的旧家連携交流支援事業  9,756

【目的】

地域資源の魅力発信に向け、市民団体が主体的に連携して取り組む事業を支援し、更な

る交流人口の拡大や地域の活性化につなげる。

【3年度目標】

市内に点在する歴史的建造物等への関心を高め、活用と回遊の促進を図る。

【実施内容】

歴史的旧家の活用等への支援

・歴史的旧家を保存・活用する団体が連携して実施する回遊事業を支援する。

・歴史的旧家を日常的に活用し、集客を図るために取り組む環境整備を支援する。
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○雁木整備事業補助金の交付  2,250

【目的】      :
市民が共同で取り組む雁木整備を促進する。

【3年度目標】

市民への経済的支援を行うことにより、雁木整備を促進する。

【実施内容】

地域指定を受け、市民が取り組む雁木の新築・修繕、雁木下部分の段差解消工事に姑し、

補助金を交付する。

<地域指定及び補助金の交付状況 (令和 2年度は交付見込み)>
内訳

年度

地域指定 補助金交付

件数 (件 ) 指定距離 (m) 件数 (件) 金額

平成 16年度～令和元年度 25 10,543 130 54,479

令和 2年度 7 2,250

合計 25 10,543 137 56,729

○その他  と,803
歴史資源活用推進事業を実施するための事務費等

・報酬、共済費、旅費ほか

※令和 3年度から、2款 1項 71目 の歴史資源活用推進事業の一部の経費を本事業に移行
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歳出科 目 (P140～ P141) 2款 1項 21目 文化振興費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

文化振興企画費 3,554 3,202 352

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 3,554 報酬

職員手当等

共済費

1,319 旅費

需用費

使用料及び賃借料

86

1,115

525

当市の文化振興に資するため、市民が気軽に文化・芸術に親 しめる環境づくりを進めると

ともに、市民参加が可能な文化事業の充実を図る。

○市民の文化活動推進事業  3,471

【目的】

市民団体との連携や活動に対する支援を通じて、市民の自主的な文化活動の推進を図る。

【3年度目標】

市域全体の文化・芸術活動の活性化や次世代への伝統文化の継承の取組を通じて、市民

の文化・芸術活動への関心を高め、自主的な活動につなげる。

【実施内容】

(1)文化振興に関する情報の収集及び提供

国 。県などの助成事業の情報提供を行い、市民の自主的な活動を支援する。

[新]2)(仮称)上越まるごと文化祭
市内の文化 。芸術イベントを一体的に情報発信するとともに、地域やジャンルを超

えた交流の場を設け、文化 。芸術活動によるまちの活性化と域内交流の促進を図る。

・ リーフレットの作成

芸術の秋 (9月 ～11月 )に市内で開催される文化 。芸術イベントの情報を集約した

リーフレットを作成・酉己布するとともに、市ホームページ等を活用して市内外へ広

く発信する。

・発表交流会の開催

市内の文化・芸術活動団体による発表・意見交換の場を設け、団体相互の交流・連携

を図ることで、新たな活動、交流、担い手の創出に向けたきつかけづくりを行う。

時 期 :11月 (予定 )
会 場 :高 田城址公園オーレンプラザ
参加者 :発表会 10団体程度、交流会 40人程度

13)能・狂言鑑賞教室

市民団体が主催する「久比岐能」公演と連携した「能・狂言鑑賞教室」を開催 し、

中学生が日本の伝統文化に触れる機会を提供する。
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O地域の歴史・文化資源の保存と継承  83
【目的】

地域の歴史・文化資源の保存と継承を図る。

【3年度目標】

市民団体と連携し、地域の歴史。文化資源を広く発信する。

【実施内容】
。高田蓄女顕彰事業

市民団体と連携して蓄女唄演奏会などを開催し、地域固有の文化であつた高田蓄女

の歴史や文化に触れる機会を提供する。
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歳出科 日 (P140～ P143) 2款 1項 21目 文化振興費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    屯交

歴史資源施設管理運営費 21;439 0 21,439

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

一般財源

211

21,228

報酬

共済費

需用費

2,939

396

4,023

役務費

委託料

使用料及び賃借料

634

10,105

2,783

○旧師団長官舎の管理運営  3,524
【目白勺】

市文化財である明治期の洋風建築を適切に維持管理するとともに、更なる施設の活用を

通じて、地域の賑わい創出及び文化の振興を図る。

【3年度目標】

入館者数  21,000人

【実施内容】

(1)文化財の維持管理と地域文化の振興

明治期の貴重な洋風建築を適切に維持管理するとともに建物を公開し、地域文化の

、 振興を図る。

[充](2)民間事業者によるレス トランとしての活用

趣のある空間をいかして、民間事業者によるレス トランとして活用し、地域の賑わ

い創出を図る。

【施設の概要】

・所 在 地

・構 造 等
。文 化 財

・公開時間

・休 館 日

・入 館 料

大町二丁目3番 30号

木造 2階建一部平屋建 延床面積 428.67ポ
平成 6年 1月 31日  「旧師団長官舎」として市文化財に指定
午前 10時～年後 5時

毎週月曜日、休 日の翌日、12/29～ 1/3

無料

○高田まちかど交流館の管理運営  6,845

【目的】

市文化財である昭和初期の銀行建築を適切に維持管理するとともに、施設の利用促進を

通じて、地域の賑わい創出を図る。

【3年度目標】

入館者数  22,000人
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【実施内容】

(1)街なか回遊の拠点としての活用
・建物の歴史や高田の歴史 。文化を紹介するパネルを展示するほか、商店街の催 しや

観光に関する情報を提供する。

・買い物客や観光客などの立ち寄り処として、憩いのスペースを提供する。

12)イ ベン ト、文化活動などの場の提供

趣のある吹き抜け構造の 1階ホールを貸し出し、商店街のイベン トや音楽の練習、

発表会など、文化団体等の活動の場としての活用を図る。

(3)「高田まちかどフェスティバル」の開催

市民の文化活動の促進や街なかの賑わい創出を図るため、音楽活動を行 う市民や団

体とともに、音楽イベントを開催する。

【施設の概要】

・所 在 地

・構 造 等

・文 化 財
。開館時間

。休 館 日

・入 館 料

【施設の概要】
。所 在 地
。構 造 等

・文 化 財
。開館時間

○ライオン像のある館の管理運営  2,334
【目的】     、

市文化財である明治期の銀行建築を適切に維持管理するとともに、施設の利用促進を通

じて、地域の賑わい創出を図る。

【3年度目標】

入館者数  5,000人

【実施内容】

(1)施設の活用と直江津の歴史 。文化の紹介
・市民や当市を訪れた人が気軽に立ち寄れる施設として、直江津の歴史や文化を紹介

するパネルを展示するとともに、周辺の観光に関する情報を提供する。

。日本遺産 「荒波を越えた男たちの夢が紡いだ異空間 北前船寄港地・船主集落」の
構成文化財である当施設において、北前船で栄えた直江津に関する講話を年 2回開

催し、まちの歴史や文化を知つてもらう機会を提供すると

12)イベント、文化活動などの場の提供

演奏会や作品展等が開催できる本館ホールの利用を促進し、文化団体等の活動の場

として活用する。

本町三丁目3番 2号

鉄筋コンクリー ト造 3階建 延床面積 1,834,35だ
平成 31年 3月 26日  「旧第四銀行高田支店」として市文化財に指定
午前 9時～午後 6時

(ホールを占用利用する場合は、午前 9時～年後 10時 )

毎月第 2水曜日、12/29～ 1/3

無料 (ただし、ホールを占用利用する場合は、使用料が必要)

中央三丁目7番 31号

木造平屋黛一部 2階建 延床面積 187,77だ
平成 31年 3月 26日  「旧直江津銀行」として市文化財に指定
午前 10時～午後 5時

(ホールを占用利用する場合は、年前 9時～午後 10時 )
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。開 館 日 4月 ～H月 … 土 。日曜 日及び休 日
※臨時開館 (予定 )

7/26～8/27の平口

12月 ～翌年 3月 の三・人朝市が開催される土・ 日曜 日及び休日

平 日の見学・利用は、事前連絡を受け対応

無料・入 館 料

○旧今井染物屋等の管理運営  8,736
【目的】

市文化財である江戸時代末期の町家建築を適切に維持管理するとともに、地域文化の継

承と発信の拠点施設として活用する。

【3年度目標】

入館者数 20,000人

【実施内容】

[充](1)市文化財の維持管理

高田地区で最も古い類に属し、造 り込み式雁木を持つ大規模な町家を適切に維持管

理するとともに建物を公開し、地域文化の振興を図る。

[充 ]修)地域文化の継承と発信及び施設の活用促進
・雪国高田の風土産業であるバテンレースを基軸とした常設工房を設置するとともに、

地域おこし協力隊を配置し、地域文化の継承と発信の拠点として活用を図る。

・職人や手仕事作家による実演、体験教室の開催及び作品展示など、工房として施設

の利活用の促進を図る。
。旧今井染物屋やバテンレースを始めとする地域の歴史や文化などの情報について、

ノーシャルメディア等を活用し市内外に広く発信する。

俗)街なかへの誘客と回遊の促進
町家交流館高田小町や高田世界館、蓄女ミュージアム高田などの近隣施設と連携し

て周知・ PRを行い、街なかへの誘客と回遊の促進、地域の賑わい創出を図る。

【施設の概要】
。所 在 地

・構 造 等

・文 化 財
。開館時間

・休 館 日

・入 館 料

大町五丁目5番 7号

木造 2階建一部平屋建 延床面積 458.67ピ
令和元年 8月 21日  「旧今井染物屋」として市文化財に指定
午前 10時～午後 5時

毎週月曜日、休 日の翌日、12/29～ 1/3

無料

※令和 3年度から、2款 1項 7日 の歴史資源活用推進事業の一部の経費、ライオン像のある館

管理運営費及び 2款 1項 21目 の旧師団長官舎管理運営費、高田まちかど交流館管理運営費

を本事業に移行
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歳出科 目 (P142～ P143) 2款 1項 21目
|

文化振興費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 ,ヒ    車交

文化施設管理運営費 44,562 0 44,562

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

4,652

32

155

一般財源 39,723 報酬

需用費

委託料

3,466

4,387

22,826

使用料及び賃借料  1,006

負担金補助及び交付金

10,480

○町家交流館高田小町の管理運営  10,598

【目白勺】

郷土の歴史的建造物を活用し、市民が集い、交流する場を提供することにより、賑わい

と活力のある地域社会の形成を図る。

【3年度目標】

入館者数 27,000人

【実施内容】

(1)街なか回遊の拠点としての活用
・高田のまち歩きを行 う市民や観光客の休憩スペースとして利用するほか、市内の観

光地や文化に関する情報を提供する。

・野外イベントの会場として活用できる高田小町広場や大型観光バスの利用も可能な

駐車場の利便性をいかし、高田の街なか回遊の拠点施設として活用を図る。

12)集会・イベン ト、文化活動などの場の提供

会議や集会、習い事など、交流や文化活動の場を提供する。

13)高 田の歴史・文化の紹介
ギャラリーを活用し、雁木や町家などの懐かしい街並みや暮らしの写真を展示する。

【施設の概要】
。所 在 地

・構 造 等

・開館時間

・休 館 日

・入 館 料

本町六丁目3番 4号

木造 2階建一部平屋建 延床面積 508.33だ
(広場はアスファル ト舗装 敷地面積 350.83ピ )
午前 9時～午後 10時 (広場は全日)

(4月 ～11月 の貸館がない日は、年前 9時～年後 7時 )

(12月 ～翌年 3月 の貸館がない日は、年前 9時～午後 6時 )

毎月第 4月 曜日、12/29～ 1/3(広場は無体 )

無料 (ただし、貸館は使用料が必要)

○坂口記念館の管理運営  7,927
【目的】

坂口記念館の適切な維持管理を行うとともに、文化勲章受章者で応用微生物学の世界的

権威である坂日謹一郎博士を顕彰し、毅育、学術及び文化の振興を図る。
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【3年度目標】

入館者数 4,400人

【実施内容】

(1)坂口謹一郎博士の顕彰

所蔵資料を活用 し、展示や映像などで坂口謹一郎博士の業績や人物像を紹介する。

また、博士の生誕 日(11月 17日 )を含めた 3日 間を入館無料デーとするほか、坂口謹一

郎博士顕彰委員会と連携し、博士の人となりや業績を紹介する事業を実施する。

121 定期的な事業の開催

博士が収集 した雪椿の開花時期にあわせた「坂口謹一郎博士と酒とつばきの祭典」

や、2月 から 3月 にかけて雛人形を展示する「ひなまつり」を開催する。また、地域の

民間団体と連携し、施設を活用したイベン ト等を開催する。

団 集会、文化活動等の場の提供
市民等の各種会合や文化活動などの場として活用を図るほか、食事を伴 う貸館時に

は発酵食品を使つた郷土料理の提供を行 う。

〔施設の概要】

・所 在 地
。構 造 等

・開館時間
l

・休 館 日

。入 館 料

頸城区鵜ノ木 148番地

酒杜 り館 :木造 2階建

:木造 2階建

:木造平屋建

:敷地面積

延床面積

延床面積

延床面積

約 1,500ピ

庵

亭

園

縫

春

椿

楽

留

雪

489ポ

255ポ

20ピ

年前 10時～年後 4時

(楽縫庵を利用する場合は、年前 10時～午後 9時 )

毎週月曜日、体 日の翌日、12/28～ 1/4

上記のほか、冬期間については、土 。日曜日、休 日のみを開館 日とする。

一般 :310円 、中学生以下 :無料

5館共通入館券
一般 :1,000円、高校生 :500円 、小中学生 :450円

※歴史博物館 。小林古径記念美術館・高田城二重櫓 。日本スキー発祥

記念館・坂口記念館の 5館共通入館券

楽縫庵を利用する場合は使用料が必要

○小川未明文学館の管理運営  5,598
【目的】

小川未明に関わる資料等の公開や各種講座等の開催を通じて、未明とその作品に対する

市民の関心を高めるとともに、郷上が生んだ “日本児童文学の父"小川未明を市内外に発

信する。

【3年度目標】

入館者数 25,000人

【実施内容】

(1)特別展の開催
・展覧会名 :(仮称)超大型紙芝居 「月夜とめがね」原画展
・会  期 :10月 ～11月
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。内  容 :紙芝居 「月夜とめがね」の原画を展示し、未明童話に親しんでもらう。
・入 館 料 :無料

閉 各種講座等の開催
文学館講座、童話創作講座等の各種講座や、朗読ボランティアによるおはなし会な

どを開催する。

131 文学館資料の収集・調査及び活用

自筆資料、初版本、近代文学・児童文学に関する資料・図書等の収集及び調査を行

うほか、文学館の所蔵資料を活用した展示を行 う。

惚)文学館専門指導員の設置
文学館の運営や資料収集の助言及び調査 。研究等について、専門的見地から指導を

受けるため、引き続き指導員を設置する。

151 市民ギャラリーの貸館

市民の文化活動の推進のため、市民ギャラリーの貸館を行う。

【施設の概要】

・所 在 地

・構 造 等

・開館時間

本城町 8番 30号

高田図書館内に併設 (鉄骨造、延床面積 460ピ )

4月 ～5月 、10月 ～3月 の平日 :午前 10時～午後 7時

6月 ～9月 の平日 :年前 10時～年後 8時

土 。日曜日、休日 :午前 10時～午後 6時 (以上、高田図書館に準ずる。)

毎週月曜日、休日の翌日、12/29～ 1/3、 毎月第 3木曜日、資料整理期間
(以上、高田図書館に準ずる。)

無料 (ただし、市民ギャラリーを利用する場合は使用料が必要)

・休 館 日

。入 館 料

〇小川未明文学賞の開催  4,263
【目的】

小川未明文学賞の作品を公募し、小川未明の文学精神である「人間愛と正義感」を継承

する優秀な創作児童文学作品を送り出すことにより、子どもたちの心に夢と希望を育むほ

か、市内外に向けて未明及び当市の情報を発信する。

【3年度目標】

小川未明文学賞応募数  500編

【実施内容】

小川未明文学賞委員会へ交付金を交付し、第 30回小川未明文学賞の作品募集・審査及び

贈呈式を実施する (令和 3年度の贈呈式は、東京都で開催)。

○ミュゼ雪小町の管理運営 16,176

【目的】

芸術活動及び文化交流の場を提供することにより、市民による芸術文化の振興を図り、

賑わいと活力ある地域社会の形成に資する。

【3年度目標】

入館者数  43,000人
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【実施内容】
。芸術文化活動などの場の提供

美術館的仕様のギャラリーや、創作活動、集会機能を持つ多目的室の貸館を行い、市

民の芸術文化活動とその成果発表及び文化交流の提点の場を提供する。

【施設の概要】

・所 在 地

・構 造 等

。開館時間

・休 館 日

・入 館 料

本町五丁目4番 5号 あすとぴあ高田 5階
鉄筋コンクリー ト造一部鉄骨鉄筋コンクリー ト造及び鉄骨造

専有床面積 983。 20だ

午前 9時～年後 10時

毎月第 3月 曜日、12/29～ 1/3

無料 (ただし、ギャラリー・多目的室の貸館及び屋内共用スペースの占用利用

の場合は使用料が必要)

※令和 3年度から、2款 1項 7日 の町家交流館高田小町管理運営費及び 2款 1項 21日 の坂口

記念館管理運営費、小川未明文学館管理運営費、ミュゼ雪小町管理運営費を本事業に移行
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提  出  課 上越市創造行政研究所

歳出科 目 (P144～ P145) 2款 1項 23目 政策研究所費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩L    車交

調査・研究費 6,040 7, 305 △ 1,265

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 6,040 報酬

共済費

報償費

3,160

308

352

旅費

需用費

役務費

997

516

297

地方自治体としての政策形成能力の向上に貢献するため、総合的 。中長期的 。広域的な視

点から、市政における重要課題の解決や理想像の構築に寄与する調査研究等を推進し、地域

の実態に即した実効性の高い研究成果の提供や研究ネットワークの構築を行う。

【目白勺】

調査研究等を通じて市政における重要課題の解決や理想像の構築に寄与し、地方自治体と

しての政策形成能力の向上を図る。

【3年度目標】
。これまでの調査研究において蓄積してきた人口等の統計データや地域資源情報など、政

策形成に必要とされる基礎データについて、調査研究事業の基礎資料として継続的な維

持・更新及び活用を行 う。

・庁内の総合的かつ中長期的な視点に基づく政策立案を支援するため、庁内関係課と連携

した調査研究を行 う。

・地域全体の政策形成能力向上のため、地域の有識者や研究機関との研究ネットワークを

構築するとともに、研究成果を用いて地域へ直接的に働きかける研究交流を推進する。

【実施内容】

(1)調査研究 <主なテーマ (予定)>
・環境 。経済・社会の統合による持続可能な地域づくりに関する基礎調査

・域学連携 。広域連携による地域研究プラントフオ
~ムの構築

。政策形成に必要な基礎的情報のデータベース化

(2)研究交流、情報発信
。市民向けセミナーや信越県境地域づくり交流会等の開催
。ニュースレターの発行等
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提  出  課 交通政策課

歳出科 目 (P150～ P153) 2款 1項 29日 鉄道駅舎等管理費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

鉄道駅舎等管理運営費 7,822 7,661 161

主 な 財 源 主 な 経 費

財産収入

諸収入

一般財源

50

293

7,479

報酬

報償費

需用費

14

256

3,052

役務費

委託料

使用料及び賃借料

75

4,365

59

【目的】

市が所有するほくほく線及び信越本線の駅待合所等関連施設の適切な維持管理等を通じ、

鉄道利用者の安全確保及び利便性向上を図る。

【実施内容】

駅待合所等関連施設の清掃、周辺の草刈り及び修繕等の維持管理

路線名 区 名 駅  名 予算額 主な内容

ほくほく線

浦)|1原区

うらがわら駅

3,714

清掃、エレベーター保守、樹木管

理等

虫川大杉駅
清掃、浄化槽管理、芝管理、樹木

管理等

大島区 イよくイこえく大島駅 2,011

清掃、浄化槽管理、屋上除雪、自

動 ドア・エレベーター保守、草刈

り等

エレベーター更新工事 (債務負担

行為を設定。限度額 86,387千円。

令和 3年度は支出予定なし)

頸城区
くびき駅

1,548
清掃、自動 ドア保守、樹木管理等

大池いこいの森駅 清掃、浄化槽管理、樹木管理等

信越本線 大潟区

犀潟駅

549

清掃、浄化槽管理等

*待合所は JR管理

土底浜駅
清掃、浄化槽管理等

*待合所は JR管理
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提  出  課 企画政策課

歳出科日 (P162～ P163) 2款 5項 1目 統計調査総務費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

統計調査総務費 411 1,801 △ 1,390

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 411 旅費

需用費

役務費

19

6

202

使用料及び賃借料   184

【目白勺】

誰もが必要な統計情報が得られる環境を整備する。

【3年度目標】
統計要覧の発行を始め、最新の各種統計情報を市民等の利用者に分かりやすく、かつ、

利用しやすく提供する。

【実施内容】

・行政施策等の基礎資料として最新データを収集し、上越市統計要覧を発行する。

・国の基幹統計調査結果から抽出した当市に関するデータをホームページに速やかに掲

載する。
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歳出科 目 (P162～ P163) 2款 5項 2日 統計調査費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比  較

学校基本調査費ほか 12,125 79,120 △66,995

主 な 財 源 主 な 経 費

県支出金 12,125 報酬

職員手当等

共済費

10,761

136

482

旅費

需用費

役務費

238

182

319

○学校基本調査ほか  12,056

【目的】

経済センサスを始めとする各種統計調査を正確かつ円滑に実施する。

【3年度目標】

経済センサスを始めとした各種調査事務を適正な時期に適切な手順で正確に実施する。

【実施内容】

調査等名称 月期 調査基準 日 予算額 (千円)

学校基本調査 毎年 5月 1日 57

経済センサス調査区設定 毎年 6月 1日 56

経済センサス (活動調査 ) 5年ごと 6月 1日 11,943

・学校基本調査

市内の幼稚園、小 。中学校等に関する園児・児童・生徒数や教員数等の調査を行 う。

・経済センサス調査区設定

経済センサスの調査区域を、開発等による現況変化に基づき必要な修正
。設定を行 う。

・経済センサス (活動調査)

市内の事業所 。企業等 (約 7,000社)を対象とした、売上 (収入)金額や経費などの

経済活動の調査を行 う。

○統計調査員確保対策事業  69
【目的】

各種統計調査を円滑に行うため登録統計調査員を確保するとともに、調査員の資質向上

を図る。

【3年度目標】
・各種統計調査に必要な調査員数を確実に確保する。

・個人情報保護に対する意識の醸成や調査客体に対する接遇マナーの徹底など、調査員

の資質向上を図る。

【実施内容】
・登録統計調査員の募集 (広報上越、ホームページ、チラシ)
。統計基礎研修
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